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１．研究計画の概要
本研究課題では、核融合に必要な高閉じ込

めモード(H モード)プラズマにおいて観測さ
れるプラズマの間欠的な放出(ELM パルス)
のプラズマ外での伝搬を調べ、プラズマパラ
メータへの依存性から ELM パルスの伝搬機
構の解明を目指す。モーショナルシュタルク
効果(MSE)計測器は計測用中性粒子ビーム
(NB)をプローブとし、信号光強度はプラズマ
密度に比例する。このため、ELM パルスの
伝搬をプラズマ密度の伝搬として測定でき
ることが期待される。ただし、MSE 計測器
は ELM パルスによる信号光以外の背景光も
観測するため、この背景光を除去し ELM パ
ルスの伝搬速度を評価する手法を確立する
ことが肝要である。目的達成のために、以下
の小課題を設定し課題に取り組んでいる。
(1) JT-60U トカマクに設置された MSE 計測
光学系の背景光測定用検出器に多チャンネ
ル高速サンプリングデータ収集システムを
設置し、既存の信号光測定系と同時に背景光
を測定する。
(2)信号光から背景光の効果を除去する手法
を開発すると共に、H モードプラズマのスク
レイプオフ層を伝搬する ELM パルスによる
密度増加の時間遅れから ELM パルスの伝搬
速度などを評価する手法を確立する。
(3)この手法を用いて ELM パルスの伝搬速度
等のプラズマパラメータに対する依存性を
調べ、ELM パルスの伝搬を支配する物理を
実験的に明らかにする。

２．研究の進捗状況
本研究課題を開始した H20 年度は、本研究

を実施する JT-60U トカマクが運転を停止す

ることとなったため、上記の小課題(1)として
設定した計測器の整備と H モードプラズマ
での ELM パルス伝搬データの収集に専念し
た。

H21 年度には、ELM パルス伝搬測定のた
めに位置形状を最適化したプラズマにおい
て、背景光を除去する手法に加えて ELM パ
ルスの伝搬速度を評価する解析手法も確立
した。ELM パルスの伝搬速度を評価し論文
を発表した。これにより、本研究課題の遂行
にあたり特に重要な小課題(2)を達成した。

H22 年度は、小課題(3)の前段階として、上
記の解析手法を様々な位置形状のプラズマ
に適用するための検討と解析を進めた。すな
わち上記の解析手法では、背景光チャンネル
がプラズマ外を観測するようプラズマの位
置形状を最適化し、背景光の時間変化の空間
位置依存性がプラズマ外で小さいという仮
定の下に背景光を除去する。解析を進めたと
ころ、背景光の時間変化の空間位置依存性は
プラズマ外のみならずプラズマ内でも比較
的小さいことがわかり、背景光チャンネルが
プラズマ内を観測するような位置形状であ
っても ELM パルスの伝搬解析を行える見通
しを得た。これにより ELM パルス伝搬解析
の対象となる JT-60U プラズマの母集団数を
増やし、ELM パルス伝搬速度等のプラズマ
パラメータへの依存性を広範囲に調べるこ
とが期待できる。さらに小課題(3)の一部とし
て実施した解析において、ELM パルス伝搬
速度はダイバータ部のDα光ピーク強度に強
く依存しないという結果を得た。

本 H23 年度(最終年度)は、JT-60U 実験デ
ータの解析を継続し、異なるパラメータのプ
ラズマにおいて ELM パルスの伝搬速度を評
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価する。ELM パルスの伝搬速度のプラズマ
パラメータ依存性を調べ、小課題(3)すなわち
本研究課題を完遂を目指している。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

（理由）
設定した小課題を年度毎に達成してきて

おり、本研究課題の遂行にあたり特に重要な
小課題(2)を達成していることから、おおむね
順調な進展と考えている。

４．今後の研究の推進方策
H20-23年度で開発してきたELMパルスの伝

搬解析手法を、様々なプラズマパラメータを
有する JT-60U 実験データに適用し、パラメ
ータ依存性を調べていく計画である(上記の
小課題(3))。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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